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を セ 規 補
ン 則 給「
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岸 ら
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兼
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鳥と
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海

獣お

郡

道
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告 別獲成

平 護特 示 町を

成 及定 第 、禁年

十 狩鳥 天止

三 猟獣 塩す月

年 ニの 号 町る１

九 及期日関捕

北 海

宇村

田及部町びセ古川

金町郡、

郡び町、今コ

砂志町、泊留

厚上、爾

村町原郡、真村萌

田磯
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月 び間かス獲

二 幌らルを

十 延平法禁

八 町成律止

日 し 。

制

月７び

９正及

年大、
年

金

ま律す

日法限

曜

。

で第る

村増

浜大町び島寿内郡

郡村、毛

益野、熊牧都

越町島、積町

村町山石

函七郡、牧喜丹、

、、

積萌

館飯八久村茂郡留

寿町丹郡

市町雲遠、別

及大都、町小

、、町郡

前井び成郡京、平

松戸

平、

郡町長町寿極古町

町及郡苫

松、万、都町

歳

ス獲猟域千
前恵部奥

ル鳥
種恵

律傷の、

法殺獣市

を
７。、

正む市

大含類庭
市

律同島
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年以北
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第じ
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場
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た欄の
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に、別は

合
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に

上欄欄
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及町、郡び倶平郡

町山

、前

び及檜奥黒知町苫

内町余町

福び山尻松安

江、町、市、

島椴郡町

、華差瀬、岩郡羽

町法

磯内仁幌

、、郡谷郡木町

上村町

び

郡茅上瀬郡共町及

磯

蘭和、

郡国町越町余初

知部ノ

別
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、
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西
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は、 小す ら からでらで

。

銭権る

金許す

らほ及

２
を等

知ち 捕リ

郡、

止各南ぬ 林 林 獲禁上の
郡 禁区小富、 班 班 川 の

東 止域班良る い 、

野、 小

捕シ
１

も外

る以

す銭

、

を

成獲カ

平
月及

９止

年禁

林にと至に 、

小、み

北林班至のり進

東班界り

にとと、班同

の同界林 進

交小の班林 み

点をと

、林点班交界班

班に界

の至をに西
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班町点進と 林
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る

お 各
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ロ林及林 、 ら 林の班び
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は小 、む のわ か班ら各
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イかな班小
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み 国交林界に
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班林に界北次班

と界至を西進わ

をり南にみ小林

南、西進、班班
とへ 林西同、み

北 海
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西林小点班ら交に
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班と小の沿同界

林のの班林っ小線
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、南

班南班班界国りを

の林同西

界、と界と有

小の交界林、

を西りと

西順班交点に班北

北に

をに

に次の点に沿界西

りて南順

進進小に至っ

みみ班至

第

小西 み次 班南

班、 、 西進 界

林と北 にみ を林

班イ西 進、 西班

、ほ林わ小、 み
北小班小班南 、

林 西班わ班の東

にと小と小、

号

み班
、界

平林ろと

成班小の
十い班交
三小と点
年班ほに
九と小至

イ小 班、林北、
林小班 の西班西

班班と 林、界に

小小

班北を順林とのロ

界東北次班

班班 とに西進る

と小

の順にみ小林界の

とのの班

交次進、班班

点進み

イ林交界 にみ、
林小班点と 至国

班班界にの り有

班を
、林林とのと至交

界南界西

班林交界班て

に北と西をに

い班点を

班と至西のに南進

小界

に国

とのり、交進西み

に、進有

ろ交、西点み

小南至国み林

小点同、

の至班、り有、界

班に

里至

小り界東、林斜に

林走郡り

班、を、同網

西、班南斜、

界同北南

、、界り、西に次
と林

へと、同に進進

小の同林進みみ

林班交小班み、、

班と点班界、

はなに界を国
班班

小小至を北有林林

、網いと

班班り南西林

との、、

に小同南北走小

小班小西に南班
は班

班界班、順部と林

のと界西次

班

界西

と 林 順ロ班イ班南

イ班とに

小 班 次小と小

みの小のの順

班 ち 進班

イ 班 、小班小交次

と 小
班の班点進 小 と
界小界にみ 班 ホ

の 小 林の班と至、

小 班 班交界のり

班 の と点と交、

にの点同林 界 小至交に小班 班

の 界 林り点至班と と

月ろ班り

二小の同

十班小小

八の班班

日

に

界の西

班とを

小界界

の点進

と交

金

点至、

交にみ

曜

小のり点

至同小

にりは

同網班

班交、に 林走と
林界点同至 班南

班とに小り 界部
林のの至班、 を

班林交り界同 北

北班

西林の班点、を小

至林東界

に班林界に同

界のり班、を

進と班と

み

と交、界北北 国

、に

有林の点同を西西

班東北進

林班交に小北

に西界部里同
界の点至

町国

の班
交界進、を

と有 点をみ北北

津界

に南、西西林標林

進い郡を

至西い、に班

班、み小標北

りに小西

同みと南国班津東

、進

と進

小、ち西有と町に

小に林ほ 班

班順界小のみ 界

界有

を林の次に班境国

り小線林

西班小進至の

小の
にい班み

小のをに進

の班

班交西順み林班林

有と小界

界点に次国班
班と

とに進進

の至みみ林

界の 、界 交り

と林と交 点、

の班の点 に同林

点至

至小班林交の交に

に班にり

り班ろ班点林
至界至、

、界小と

同を班

りとり同 小西と

班には林、の、林

班、にり界 交 の の同至、を

に 点 林小り同南林 点 交

、の 至 に 班班、小西班

小界北林 り 至
界界同班

の北班を西班 り、

とを

小 同
交西界南、界 同 、

西の 班 小
点、を西南と

西進、交 界 班
に南南に

り、、み北点 を 界
至西

西 北
、北西、東に 南 を

、至 同西、

日

小

同界に

、班と

り小班
進小

界にの

班南班

小を
、はの

東、界

南み班

を

至

南とに

、班点

南小交

に林にり界に東み

西ほ

至班至、を進に、

り界り同北み順

、と、林東、次
及ろ

、

のわ林ろ各
林

小び班か 、小び 班 各及

の 、 班イいら イ班 ほは
ろ か、

各 へ 、か、 ら らま

進小界、、班と網

小 、

同界の走 み班と

点と交南 との
ろ交林かの点部

ほ ロ班部ろ各小

及小班 の及 、

び班林 、 各び
へ 林に、班 小

い 林の 班班の 班

小班同交同班

各 、い各

をみ班の点点小界

界進

界北

南ろの林かに班を

ろ北イ

、
東小小班ら至

に 小ぬ

及の

び 、び各 林林 及部 班及

班班 び

イ小 イ ほに イ

の班 林

各、 班 林小及 のの

南り に 西 林に北

同 進
班順西林東、 進 に

、ほ南林

界次にみ班、

をみ進順

に小進線くイ有
班郡林 至班みと。小珠

交及、大班 り界斜の）

滝ろ 、を里

同西郡点び

村か

班、

に小り
小に斜に、

林と界

進小小

次の同

順

点

小班交

り小の

班ロと

ハい 林 と小に

班の

ニで 班班 イ

ろ で、、 及 林ま、 、 ま
び 班でイ 及

各ロ びか 林林 ロ ろの、

各 ら小、 ニ班ら班 の か

いろい

小の ほ班ハ かま、

らでろ及 班各 ま、

び 小 の で、、 い
イホ 班 区 、

、 域 イ林まろ
の 及 、 及班でび、

、 林

ロ及 林 静 びろ、各

か小林 い

い 班小

ら班班 、に班

、 班か、 ほのい， ろ 林

の区及ほ

ろら に各域びへ、

の 班

まほ林 、小、ろ 小

班 に班新
、冠各 、及 で
び 及のい

郡小各ニ び、 新班の イい 林小
班 林冠、

、 の各 班

小 い、 班町

は 各いの班 、

い 班班び 各各

小

小小 小 い、イ
の林 班班、 班
、 、

各班 、、い ろ林い 及 及小 班

班ろ ほ 林林 び班林、 び

と及 小 班 イ班ろ 、

の ろ のい
小び 班

小び 班イ 、林各 、 各及

班小 イ、の い 及 班イ

各 班

びの 、林、小 班林 ロ、各

い班

うへ 班進里至清林のら

町ロちま 界み町り里班

小同の小、で を斜と、

西郡清点う班国の 北里

林小 に斜水かち、有各

進里町ら国

室班 み町とて有

、とのい林林蘭、

清境線網班

里界に走ロ林林

部班班班 林町線沿南小

り

ロ班至

わと 班ととっ

交林

のの同

班と、

小界
と至を

界に界

班点班

小

進

点同に

交、西

のり南

内 ロかろ小

至班み

に小

班 のび 班

各に、 各 かイ 、 郡 のら
静小 らか

林ら 内 小ま

班ニ 町 班で林 班 ろ
、ま の 、及班 ま、

い で びで う林 及 イ班、 林の ち
らイいろ 班各 国 林かび
い小 有 班

班 林 いホか、、

ろ、 日 、まらいろ 、

、 高 はでニ、
ろ林ろ 、 南 、のま

、う林、

班、 ろ

林 にち班に
及 の 及

班 か国、

び 区 び

か い ら有

イ 域 はへ林ら ま日林の の、 及
各各 ほ びで高班

小 小及 、

部か班 班び 平の 及南へ
ら、 、へ 取各 び

林 イ

の 町ち の班 各 の各林ま

ら小班で林 小 う、 か

班 班 ち班ろ、

の班 い小
か 及、 林
各い班 班のら び及

は小、 イび 班ろ林 区

のろ か

、 、 各か らま 、及班 域
び 小ら とで 沙 イ まの 流 林班へ

林 各郡 班、ま林 で各 の
で班 及小日 い

のい び班

イ、 林班高 、
班、町、 イ各

及小 ののい ほ 各林 び班う

、

、 及

小、 たののて

班ぬ 小境交東

、及 班界点に林

び と線に進班林

る イと至みイ班
小班
の 小のり起小イ林

に、班へ各 班交、点班
、、小 の点同

班 小に境至

と、 班至界る

及 界り線線林

と、をに班林び
か班

の同北囲イ班り林

り界、
交境東ま小ハ

、を
同北

小

界進な

班に班

小西林

北、班

をみ

一と 西

〇ハ に

六

小

、との

み班班

進林小

ろ 部 へ各で班

か小のか、
イ 及い

林 ら班各ら

び に 班 ち、小ろ、及 び

い 班ま い まロ の、で、 で、 、

、 国は 、、ハ

有林 に及 ま、 班 林及び でに は
び 高、 林びニ の及 林 日

の各、ほ に 班ほの班 各

班 ロ、林 小

、、 林北い

班 班ろ びち
国い のイい 、の林有 各、、
ろ 小ろ 、 各班林

びび

い 班小い及 林日及

班、班、高

点界にれ班小らり

、、

のび

に線進た、班る及

の 至をみ区

区各ぬ り北、域

班各

、東てを林域小の
、

同にい除班、

班
交

りのの

班班と

林林界

班班点

小林



林ちいの と小

、 、 か、 班班

平 は らつ 、林いう

成 班か、 、 と及

十 いらや びれ ま三

で、 つ 林かる、

年 班らまえ

、のゆ九 へで、

北 海

ち林に町いいと

、、

いう にろ 林及 、、 班の
、 班び ロろ

ろ国ろ のロ か 、、 、ち

の 区ろ 及ら有、
ろ 林、各 域、 びに

は ま小 、ろ ニ

道 公 報

の市

班か各ロ小広ろろ

班、 各の

及 ら班か 林 、
いらび

、小うには 林

班ち まの 班ま

、班各 いで 林、国 で林
有及 班小
び い林林 は、 か

第

ろろ及のま及有

び

の浦 ち 林、、び 各で林
の 班各河 の 班ろ ろロ 小
各 及 、 ろ各 林 、

林 小 、び は小 班

班 ろイ
の林班 及班 、

、

号

イ 各

班 各び の
ので及小

班か 小

、 小

ら 、班
、か ハら ま 林

ち各、 い

月

、小ゆ 、ま、さ

二 いでわか

班十 、から 、 ち

、 、八

ろ かへらゆ も

日 たま の らか、

ちまで

で、 林 らと各

でら班 、み 班 ほ まか小

で 、ぬ、 ね、 い ま

金 、ひ 、

、 りまな及 い

ほ 及で曜

び、林 及 及び

東

りぬび班 かびす

各 東大 、で、 、班 河の
小 郡雪 及は 、は、

へ、 び 班 鹿、

イ、に

、 追は

林 のり、林

町各、班 に、

の班に 小ぬい

、と 班、、 及 林 うい、

い 国い、 、ぬい び 班 ち

に ち 、 有か、 か
林らは か 、

東及 ぬら ち 林 らい
、 にに 班

ら班

ま 大、び

班十 か、 及ロ

びの か ろ勝 い

ら南 まに各 ら
部 で林 いか

小 ら 、班 ま の

ろ班
い で 各ま、 ろ

、 及ま 小で林
の班 ，イ びで 班

及 イ及 、林 各ろ ろ

班 林かび か 及び
、ちロ びらイ 林い 班ら
まの はニの 班、

ま各 いは各 で の

、、 びい

各班 イ、 ほい林 小 の班 かろ 、
イ各及 班林

及小び及 、班 い ら

ろび 班ろ、 び
ロか 、、 のい まろ

で各 の、 らの ろ

小 の各 林、 各ろ

小 班 各

及 班班 、 林 ま、 班イ 小

班 でろ ろ

び 、、

、、 の、 林ロ 各 ろ林 ロ

で

班の

班林
ろ各 各 ろ班の の
林 小 、
ろ班 班 ろ、

、 、、

イ及
、び

ろ い 及か班 班 ロイ林 林

びら

ろ のまろ、 ハニ、
及 各で日 ろい らおの

小 各るか、 ほの各 の、
各

でほ、 小班 小か まらろ

、つ 及まろ 班、 班ら
、
ま、 びで

では への林
ぬ ら小
林班 林及、 か各

か いお、 班 ぬ

班い 班び
、ら かのつ ま、

い
ろと ら各か で

、ま ち小ら の

にろ ま

、の 、、 ででま 雪りロ

ろ 及及で
り各 に びびの

、

班 班ろ ほ及 ハ各 及 林小

び の小 び か
からろ 及 各班 ほ、 は

の び 小、 の

らほ各各 ほ 班
小 ま林 ほ小 の の

い で班 各 区林 班 で班 ま

か 、、 小 域班 の、

班は 、 各

ら ほ、 小、 上

の班、 各林小 、、 で小

及 各、イ 小班班 ろに
、 、 班い、
び 小

、ロ ろ 、

ほ 班林 、林 ろ、
ニ か班の 及

班 い各 及 び

小 び イ林い 及 ら
の班、 かび
、 の 各いイ らホ の班 ロ

及 いの 各各 小 林各 、
ま小 班び

で班 、ロ 林 班小 ろ

の 、班 、班

林

及の

び 班班い各 林 、班 及 林

小 班 ち、 、ハ い、

及班 いろ林 、 びの の 、

班い い イ区 各 ろ及 林班

び域 の小 、 及

ろ び、 、 各班 ろ ろ

ろの か浦い 小、

、 班各 ら河、 ろ の
各林ろ 小 ろ郡 、

、班浦 ま班及 小

町び 班林でい は、河

、

ろ 班各ろ び 小の、

班、

、、 小

は 班の
各及 、
林小び 班班

班か ろ、 林イ

、いら
ハ 林 ろ
、
びで い ろ 及ま 班

で 班 まむ 各林

及 イの か

、 で、ま 小班
ろ
いで の、
とと 班

、、 各、、、

の のの

町ろのイハら班

ち各 ら、 う各

ハい う か
国班

各 国は 小 に ち小

の

有、

小 有班 ま、

川 林と 、林 班へ
ま へ班 、班、 郡
はいとで 、新林

、得班、、、 と
、

い小び及 小班

林 び 班、林、班へ

班ろ、班 のい 、
林い及、 各の 班小び林小各 林い班と班

、 び区 か各 い ろ

林及域 ら小 、 ろい 班の林班 び、

のイ各帯班、、 い

びの

、

イ各及区班

小 、か のびイ 小各 域、
ら 各ロの 班

班 河 小の各 、林、 西 班小 各
郡の 班

、

林

の 、は いはロかう ろ 及の ら び各 、 林ち 、、

イ国小 いは 班ハ

、

班ではらで清びい

、

、 ま水 ほ いイ 、
、
ろでまの 町い ほほ
らう 、かで、 、各 の か

び か各 ら

ろらい に、小

ろ ら小 ろ
まで各、
班 まの ハ

ぬはと
か 、、

班 、ら は林 る

い かと 及

班 林に で、 、ま び

、 林十、 及
大びほ 林 林 勝

樹イ林 班 班、 東
の、へ 部班 と

各か、 い 林

班り 班 班林イ か 林ら 小

いび に いま 、 い班及 ら

及

ロ ま 、で
、 び

の で り、

班、 の各 、 かぬ 林ろ ろ

班

いは及 各小 と ら

班 い、 小、のい林 小 班

各小班 班、 及
び林 、林小班い

班班、小 班 ニ班 い林 林い、
林、 の

及班 班小 各

びい い班林班 小

い小 班林 小 い 小、班い

班班 班
各 区い 、 、林小班の の

班班、小 小 域い、班 林

林班 、

、 林 班小

、班 小
芽各 い 班、 班、林 、 い室林 ろ班 林

、町班 、い 班

区班 ろ、 い林 いのの林

うい 、 、班
ろ いいち域 及い

、国及 び、 、

びはろ有び イイ ロ 及、

び び イ及、林の、及 及

勝札ロ ハ のびろ各 十中
小

は の班 西内の の 各、 イ

とち

及 各、 部村各 各 小

へ 、班、 ほ

及 ほ、 かま国

らで有 まろ
、 、び

十 、は ほへ林 ろ、林 で

と班 ま勝 へ及 か

、 ら西 、び ら でかい か

はとい ほ部 へイ へ 、ら

の かま ま

ろ はで らで林 ま各 、 、

及 への班 で小

各、 か班 、、

らち、 まろ び
ぬ小
、 で班林か は

各、 、及 の班 れで つ小
び つ

イ 、小

班 各 、、林 の ね班
小い ら

班小 、

、 、班、班 む林
うい
、、林

る 班林 のい

イ、 班ま か、、 び班 小
、で らるち

、、 の

、 は

かぬ 各

わ ま林

、、 小

わろ のよぬ 班 林、班 で

、 班各、、小 いた 、一 小ぬ班 か 小〇 林 班
班、及、 、

七 班 のれ

、れび

、い 区、イ 域、林

つの お
に 、班

班 い班か班、 広

、

尾い 小、らい
小林 郡林、 班
樹いい 、林及班班 大班

班び、ろ
及 町及、 林い
班小か林び のびい

い及 班ら班ほ うい
、の ちのび 及、

各 国まろ 各 び

班 林

の 小 い林で林小 有

班の班

小 、 、各いの 大の各 班

林、区 樹各

の小 班小

小う班 班 、び

、 イ林 班林ち、

の班 、班 林国 イ 各い 班有

班 班 林 ろ小、 林小林 林

い、い い 十 、班い 班班

及 、 勝 か は、
、ら西 、び い い 林部 は林 い

ハ 、班、 班の かま わいイ

及 、 、及か 林各 らで い

ち 及の

ろ かびら 班小 は
林

び各 ま班 、ら
ろ班 小 で、い とい 班ま 及ち及

び 林及 の
に、 イ 班び 各、 、で び
小ち いろ のは 班 の

び各 、 各林、 各 、及の

小班ト 小 い
ち小 班 班に、及
、班
、 林 、、はのび

に各 、ト 班林 に小 、 ろの
各 林班 、班林

に

及 ふ、 ろい らい 、班 か

い で及 ろび まな 、

班 の えろ小 え 、、び
小 は び、 各 、 及
て

班 か の
へ 各林 、 ら
小班 ま 班い

班つ小 イ 足、い 林、各

寄ほ、 班
か 、ロ、 郡及 、に い、

足び お

ら い及 寄イ 及

小班

、町びびか林と

林班は域 、 班、、及 林林 班

班 、にび 班、

、林 い 林、、 林、 林班ほ班広

、 林班い及、尾 い 班

び

、 イ 及 、イハ ま、班

そのま での び

、各で 及各 イ林
び イ小 の班林 お小及 び

小及ホい 班 各い班 、班

班の にい 、班

、 のつの

小 、、 はい
、 域 ほかい 、、 班 い区

はい か

及、 ら 、 ら

び ほ林 イ か及 に ほ

林 で

まらかま、及班び

班 班 、 、小
、 い へ
小 、 林
班と班

、
い、、林



やび有班み同 は

、林、国

びび国 ソ根道 林ま 及及
有 ス釧に 班で
い、 ロ

ケ東沿

各界 川部い 林 かえ の林
南 及班 ら 小に 右

東 びの へ岸

北 海

の、

のハか林班うハ班

ハい国各

及のら班、ち

各 び
小ま及有小

班 班でび林班林 の林

、 各い 、のロ根、班 の

各の釧 、 小イ 林小各東

道 公 報

班林班かぬ班のね

よる、 いい 班な各 ら、

い小
び か班 ま、 、小ね 及

及、イ ら、 でお及 へ班
、及び の る びな 各 ま林 おび

の ヘで班 、ロ

第

、室

班び川ひでそ根小
、 ひ 郡市

ハ ロ班 上、、

標の 小のつ そ

班、 及 各、

茶う つ 、び 小つ

林 町ち ひ 班か、 、班 の国
い う有 林のらね

号

町ヘ で
ま岸班

平の小 、
成う班 り
十ち、 、

三ぬ国

年
林 、有

九

、り 河に イ林 ま林 班至
、 口進 の班 で班
界 、と同 とみ 各

、 小 林と へ国 て

い交有 い林道 、班 班の
と知 か点林 と線班道 、
と界 か

のの床 らに
北 る交林公 は至 林を ら

、 ろ、 ま点班園 まり 班

臼 、同 及北 でを界羅 で

点至線 れ点 び西 、起に

イに わ

班林

、班林 及 班班小部
い班 び い、班
、 、林及は ロ 林

班び、 の ロ林
班 たいイり 各 及班林 班

及か、 小 びい
イ、びらぬ 班 小ハ、い

、各及イイハ及 、 班の

かまび

小び及らでニ

ロ班ハのの 林班ロび林

各のろま各各 班、の

で小小 い

班班 、い イの各 の林小

班 小る、 わ及 、各小 各
かび ロ小 班、

、わ林 らイ 及班、

班 ねの び、 、林 ま各 ニ かい班 で小 の及

ね 班び班 、各林ほ 、 林

のと 、 ろイ お、 小班、

、班の

及 は各林 お、区、 な 、

域り 小班

、、 び 及、

班い

む、

お

及 ち林 班各

び 国根 ロ小 林まな
、 班 班で

林東 お 、 ホ、 小ト 有釧

お 班の
各 根部 小、 、 、イ小 班釧
林イ及班 、西
部林 び 林班及、
班 ロ 班いび
ロ 林ろ の ハか
の 班
びり各 ロ林 林、 各 及ら

班 班り 小

林

班い わか 班 小 ニま小

班 ぬ 月根ニ 二釧 、

十西小 お

八部班 及

日、 び
イ
林 の

ハ
ニ 小班

班 各林

金班小
班小 、

曜、班
、

ら の順 かとりと かか 林

各次 らし、の ら
ね、同交 ね

小進

班に 班み 林 ま ま同林点

、か界至 、班、 で で点

と国 、
ね ならをり 道 同北、 林林 、 、

班川にこ

、右進の 号 班 な お

岸み点 と の 及、
らか の 林 びを

ら 交 班 イ林 、

及

流見 点 界 の班 く林 上

班小びの班班 か林小各

はい、班イ各、、 ら班

の小 、 ま及班林林 各
、 でび林

、イ班林班班 小

いぬ 班 ほのい班

び 区 、各、い林及小 の
ろいイ 域 へ班 小イ、班

、び、、か 、 、、 班及

へロイろら 目

と班 林の及、ホ 梨 、林

標る びお

班各びイま 郡

、、 林

り 班津 ロ、の、

イ各わ

、標 、小、 林 の、 お郡

小、 イ津 ロ班よ 班 各ぬ
ら 、 班か 及町 、、か い

、か びの ニは
ら ロう 及そ

びま 林、
れ のち

班は

林ま 各国 ホで
ら ほ 班で 小有 のい、 、

小らか か ロ、 班林 各か

つ 、根
釧 班るら 小ら

各、、、 から 、 班 ので
らる 、い

小り たま、 班林 まで

班ぬ班 で、 、林イ 林、
班、

、と 、か

ろロ ロなか 及 林ぬ
、ら及 及、
ぬ ホのたび びは 、び 班
小、まヘ ニ、 ぬ

班きで 、の のの に

小小 、、 、、 る各 各各
た めイ 、小

班班 、 か及 わ班

日班林
ホ びハ班 及班林 と
班小 と小
各、 、 の班

小
域ロ ヘ 区班 班 の林 林 班

通 に を 各の 、班 、小 小

進し 至 小東 区 や、 に

り線 かに 域 班み

点小

、ら及国林進、を

班な 界点同

と小に班 小 とに

りを

班 の至林に班至界

班小、南

界 交り班小の

小ロ、で 羅 、い
点、と

い 及班のロの 臼 イ、 い
び、各及各 町 及

小のび小、 びイ

、点

りをに班林のり交

界点同に

、南進の班交

、班とに小至

同東み小

班南は界の至班り

林、

東 、まう 班り、

でま 、及つ 林部

、、 びで 班

林わほ林イね、

の同同進班北班班

、、
と

交小林みとにと界

は順 点班班

の 小次 に界界

至をを林班進林交

班区
れ らび か、 林のの

区、 しヘ ら
れ 域ま域の そ ロ
及、でま、各林

３
、、

捕ア
制北ち班

、禁平獲う林

止成の
制限見金と 、の
内年限区市山

域、川

岸、 、 厚班 班

の容

郡
厚林林

南た
に域ら

東区か

進

班同、

を 、だで

みたま

の 南 に同

小界小南 西 至小

界、

、 り班林班と班西

と交を西

北 、界班界の

南林の点西に

西 同をの
南 班西班交にに順

、 小

み進 西 界に界点至進次
み 、 を進とにり

北 南みの至、

、 東 西、交り同

点、小林 、 に

に同班班 南 進

を同

界、小と交り界、

に同北小

を南班の点、

ほ点至小西班

西西と交

進順小にり班、界

にに

西南

み次班至、界南を

進のり同を

み小、林北、西
西西

林ろ班同班西北、

を進に、

班小界小界に

の界南み順北

い班と班

次西

小と
班ほ交を西

のに

り南北班のみ班点

班い林至

同西西と小、

林、に

界小班り 班北進

と同

界西み林と班界、

班のと を、

の交ろの林 東北

点界

に東林林点小交班

至とにを

進に班班に班

とりの至北

み進と界

、み

の、小りに 、
林交同班、進

小１走流班

各月網本林

にか、岸林

班日市左の

ま平別口界

囲ら紋河班

、て至

れ成市とに

た
営９走線、

町年網いり

東の林

ス月郡と同

キ

てし、
ー日藻交班

い、
線同、

と町
の礼、

交文
ににら

点町か

至所
各

同るの

、すで

り在ま

東 み林至小界ろ林

点民

班と 、 、班り班を小班

ほ、界西 南 小同をにと 西 林班林南進は
班 北 班と班東み小林 、

小のの 西 わイ界、ろ班

北、班小林 、 小小を南

との西西と班班 南

班班

と 、

イ小ににり界界 東

班のの 南

小班進順小と

、進の交交 西

班界み次

進に
のと

と小点西に

、次

ろ班に、進林み順
進

小の至北み班

班小り西、ほ

み 小 の班同に

班林、 小界小順

班と班次林と班

界の界進班ロわ
班班

と交をみち小小林

班のとと

の点西、小班

交にに

と小イ小 点至進

班と

にりみ林ホ班小班

小界同み
至、、班小界

班点 林
班林のに班の林

い班林至界交班
を班

小と班りを点界林

界、南に 班

と同西至西と と
ろ林の林、りに

小班交班西、進
班

班の点界、同み林

の林にを北小

の 小班至北西班
班班

班界りに、界林林

東北と界

界と、進北を

を

場ま琴点界
との同み

に

区の、起南

ので村を
み

を、満と進

域間女点

除捕別し

く獲町、

。を、同
と

止幌か班

）禁美点林

す町ら

る及国

。び有

並

ら林班

か有小

斜林林

て
を２同

線班に

い林び

南か
にら林

一進８班

〇みま２

八

、

点、３

起で、

に

み小点点 に

至か５

小の

、班にに 順 班交

り 進

界点林へ界至至 次

班の、、

とに班小とり

、小と交同同

の至みは

同はと班とのイ

、
交り

のの小小

り
、小小

小交班班 同班班

と小

小界と林班点界の

と至の班

班をに班界に

と
界南小の

、に の交林

の 北進 交点班

班点

点に界林、み林交

に至を班北

のに 至り北ろ西

班
、
り、に小、林林至

部班

斜南林

郡走の

里網
界

里
町

と の

６

るら、

線
ま、、

囲で７

でま、

れ
、、



班訓布班い

平 、子た、 町ろ

成 府だろ か 、 林

十 町し及 白ら 班

三 び 滝に イ林、、

年 は 村ま 小班置国

九 班イ戸有

北 海

のり

小北みなイと至進

班班交、
み 班西、小小

起 界に

との点同点 を進

至界
に 北み林ハ小に境

班界り線
至 西、班小班

と に

道 公 報

班東

網界の交点同林北

至班界、

走に林点に小

界至り界を北

南至班に

同とり、を北西

部り
国の、同北東、

林有交同林東に北

第

のに班かとの

小至とらの交

国交点 林林班り

有点に 班班界、

至り

いのと同林林に至

のにり、

小林の小班界

班班交班

号

みみ
次 班進進

林にに順
み を、、

進 界

、 北国
西有

の 、で 、林林

月 各 上及 、小町林

二 班、十 湧び小十 、留勝 別ロ班八 辺南 町の 林、日 蘂部 、各 班
イ林町湧小

班ハ佐林 別班林 小班、

い 、小呂班 町、班

ろ 、金 班間、 か 滝 の町林
ら 上イ

曜

域びい ち 町及 林区及班

る

ま 、び 班

のと、を線 進

小の同北に み林

界に
囲 、班林班交境東

り班界点ま

小のとに線進れ

北、た 林班林の至をみ

点、東て区 班と班交り

小とに同にい域 りロ界

び 班班の至小進線及 小

斜の、 との交り班みと

同を里交津 ロ小点、界

点林班、進東

別 小班に

と界に班界北みに

班林
を至界を西、順
次 南りを北に

進 林西、南西順
班、

班、同西に次林み

の西林、進進

林、班北みみわ

班北界西、、小
班林 界東をに

と班 とに北順

小小

の順西次林林イへ

林沿、同
交次に進班班

にを班っ同境

と界点界

小の至北界て小界

ろと

界を

班交り西と南班線

交にを西

の点、、の西

小、点進南に

小に同西

界り班南にみ西進

班至

進国

と、界、至、にみ

、有み有

の同を東り国

西南同林、林

交林北、

に界に、林網斜界

点班

南小
班 に走い

林 北網班

次部班
と 順

と 進

は林 み
とのの 有班班

班 国林小
小林 林

班 界

班界 と

の 交班とと の林界

日

除呂は 興でロ イを常、

部、の 小
、。、町イ、各 班く町
）紋、、に小

ロ及班

及別西
、び、

林び郡興
部ニほ 班小生

及び各 ロ清田林 村及の

町町い びホ小 小水原班

各、 、、、、 雄の班 班
常遠イ 武小及 町 呂軽

斜に町 班界至小西郡点

界進里至、 のとり班に

交同をみ町り清 小の、

町

界点林北斜と、里 班

郡清点

とに班西里小同

の至界に

らだ

交りを進斜水かた

町のてし

点、南み里町
と境い、

に同西、

至小に

清界線国 り班進

沿林

、界み林里線に有

ると班班
同を、班町と

のと

点進進み

にみみ、小

小ロ 班 至国、

と林班小 り有

林イ班界班 、林

の小

同網林班小のとの

の班交班

林走班と班林

班南と

小界点界 界部

林班とにと を

林班界の至の 北

、点

西林班のと交り交

交に同に

に班の林の点

進西班走里に
進と林班

り南み、界南郡至

至を

里、

、西、北を部斜り

同にい西北

町同 小進小、西

標有

班み班西に林と国

みい津林

界、と、進班

ち南 を

小西国小郡界 西

津北

に林班に有班標を

界ほ町東

進班の順林と

班進に小とに

みい小次

班界み至班の進

、小

班点点 に林交交 点のの
り

、と至至 り界にに 至
点同同

点交、、

同のり
界

国至班班

らに小林

か
同南北

林、をを

有り界

に林西西

界

班
班ロ 帯、 林郡町林び 、

班端、

いの 広 ロ野丸
、
小町瀬市林、各

びいろ班西

、郡

びは、 の芽林及 及い イ
イ及ろ 各室班び
い

たののっ網

、 小町

小北

小境交て走 班西

に部

界に林班界点東南

林ち林い

を進班と線に

班の小

、、 班 各班 班 、

ちろ 、 小林い 、
班 班、、 林及

班界点至小至 み

界とにり班り 国

を同

有林との至、界、

のは各

、

林班の交り同

つか ろ

か 、か ら各小
、 む とら と班 小 林林ら
ま 、へ ま 班班 班

とと、りの境み

、小界国 林ろの

同班線有 班小交

と班点林点界と林

り国ろろ及か小

、 、ら班 び 、有
、東ろ林 ろと ロ、 ぬ林

の 、班 ま ぬ大、

み

っ界北進

沿班、に

各

の

西南に、

てを西

小だ
班各 し

班 国

小 、林 、

班

有のび 、

各イろ 班の 、

、た各 ろ
だ林 、 、 小の
は 班各
及 、小 林し班 ろ

班及 班、の び

及有域 イ 林、び い国区
イ の 班
ろ十除 各 ろ林の び林を

はい小 の勝く 小 、班各
部） 、 、、班 各西。 班

はい、 小

、 班
ろ 林 に 、い

、林

林 班び 、班 、
班 いちか はい に

林ろ 小ら

班ろ 、、の及

にに 、び 各 班

、 はイ 小ま い 、

、に 、の 班で か

ほ は各 の、 ら

区は か ほ 林、
ら班 域、 ら ま 班ほ か小

、 、は、 をト かに で い

除及 らま ろ
、で林 くび ほ ま ほ
で

、

、班 か。ト

ちま いで い
で 、 、で か、
、 ら、 と い林

の つ班 林

い 班 、 及、 、 るへ

、 で小 い う び、 ぬ は ま

、 る れ 、班 、 、 つと 、
、 、と 、 、 わの、 は や
か ゆ か各

はか え、 、 ら小

ら 、

、班 と され及 ゆ 班 た林

まか 、、び

でまい

ら もつつ

、小

で はい

の 、で

雪は
、、 、 かか 小林

はち らら 班班

に、 ぬへ い 、

林、、ま 、 ち 班には まで い
か で林 い
とに班 、ら 及、、 、、
い いち びろへ

及 、 ハ、 か
で い のと ら 、び ちま 、

各か ほ いに 、

、 ち

りら 小か 、ま 、

、 及及ぬ 班ら ろ、で は

林 林い
か
東 班ら

域ま班 雪 区に林 大 の

でに を及、

は 。及 ほ 班 くびに 林 除

ほの ら 、らほ か ）かび
各 ほ 河

か 小 まま 東

中 、

札 林 らわ班林
班

か及イ 林内 班 は、い

で い、 び 、小 ま 班村 い

の 、、 及 、た い イ そ班
か び いだ
し 各 お

及ら イ、一 びい の林、 小

〇 各班国 班 つ

ま イ九

林 区 びで の小い有 の 及

小、ろ十 域 ロ及 各班、
及勝 を のび

、 ろま

の でい ほ ら）

ら、各 、か、 ほ及 かに

び
と清 ろほ ま小 へい ら

、 で班 及

町 ほイ 、、 び まま水 、
へ でで及 へ
、、 、林 か
らイ へ班 ら はとた かび
だ ほ 、かい

はしの かへ
ら、

ま、各 らま
で国小 へで かとい
、 及 ら
はまの班 有 ま

ゆ
各、 ま各 ね 林及 ねの班

で小 、 班び 、
い班 らイ な小、

、、 、の 及班

む各 び、林 み
、 い班 、小 おひい 及林 う班 の

ろび班 各、、 林小 び及
班班 すい 小の

い か、 の 班か、

、らい林 、 ら各 ほろふ班 、 小

い ま、林

びびま のに り 、

ろ 班ま

、 ろほ

ロり まで 区

で 、、 か 域り

の の

ほ 除各 各 の 及 ろぬ ら を
く小 小 及、 各 び

で の 。班 班 びる 小ま ろ
の、 各及 ）、 、か ほ班

ら 、小び 各つ 上へ 林ま 林 小班

ら 郡班で 班 班林 、か 川

い 、班 新い及
ぬ 得かび か は

各 更、 、の 音班 でで 郡
ほ
小 町
、 、

幌班 、、 士林 へ班
と 町は

、
班 上に ち林 、、

、 町

、 ロ 幌に い 、 士、
ら 及 及

ろか

班

く 小の 、林び西 除 各イ

班イ部

。 班各 林いの
）小 、林 班、各

い小班 、
林河班、 い班

各林、 でい び

、 、、、

でぬ ま、 小 及、 十
、 各班 びろ 勝林 でち の

は ち び小、 と班 西、 及

い の部 班、及 に、 各、

い 、 、で 林、 でろ班

、 班、な のろ

は いえ及 各及

ろい 林 、 、及び 小、び

ろ班ぬ班びえ

ま

、、、いて、の小

町らお ら 、 林

ちの と へ 班 林で
の

、 い各 たま各 ま い、 班
い、 、 、小 だで小 で と
とと ろ班 し班 の

、、 、、各、

ま ニ 鹿ろに び び、
小び、 町各及で の 追、
へ

、、 た班イ



、

まれ区根おロ小ロ

域、

、 、ニ イ を及 、室班 で
そ及 、 除び そ市

ヘ 、ハ くび の 、つた
ヘ ）各 つ、だ林ホ 、 。

班の

北 海

茶ひ お浦小ハ班

町、

び町及ひ 林 小 班 幌ハ 及

班 、

た 班 イび 、ロ 、及 のニ 釧だび 小 林

ひ 各の 路し

各 小市、 林班 班

道 公 報

と林へ だろ中

班

、郡い 林林、 か か し川

り に 国幕か 班班イ ら ら

び まま 有別ら いい及

ろ りロ で で 林町に 、 、

大、ま

第

い 林 郡班班

小

班い班 林 林 忠、、林班

類班

い い 林 村林い及、 班

小 班 、班小び小
班林 班 い 大い班い

樹小、

号

ハ小

平班 林ま
成班で、
十及 い 三及林 び

年び班 ホ

九

、ロ各 及 及小 かつし

小 び び 、班 ら
ま有班 ト 弟 ね、小 む国

班、 の 子 、

、 で林
各 屈 な
、根林 小 町 お釧 、班

、 阿い林 、東 お林 班 、

班 イ部 、班

寒 イな 、い 及郡へ 及か小 び

班 寒ら班 ロ林 び及 林 阿

ヘ のい 町る の、 班 ロび

ろま 各

班小 、国 班、の ハ

各 班 、釧有 小ホ

小 、 路林 班小林 郡根 班 、班 班 、、 林釧 ロ 釧 班林 路西 班 と林及 町部
び林 ホ 及班林 、

ニ班 び小 ヘ班 厚

、 小 岸林 小のい と班 ロ

郡班 の班各か
わ 各、小ら 班 厚

班り 、 岸林か 小

びぬ 樹池で 、 かの 及、

田、 は ら各

及小 イ
町と 、 る

のび班 る ま

班豊、 で 各イ、、 林、
小、のち

い頃か
、ぬ 及町、林 班各 わ、

わ、 び及よ班 小 、
ろび、ろ 班
ぬ 、 の本、た小 林、 各別か、班

いれ、 林 小町、ぬ 班

班 班及 、れ

、班 の 、 小

か、

班 町班い 各
林 、、か小 小 ら た班 班林 班

、 、班 い 林 だ林

い 小 班 し班及

林、 班 い 、いび

林 班い 、 及 国小
び 有班か班 、 い

及 い 及 林 い 林、らろ

大び 班 の

でほ 各い 、及 樹林まび

班び の 小

イい の

班林ろ 林、のの

月の小 各

二各班 小

十小、 班

八、 班 日、林
班 林

、
班及 い

林い 班

金

、ニ い
いび

曜

及

イ 及各
、 ロの

、の 各及

びで 小
班ト 鶴、 班林 ち各 小び
小

る 班 、の 居，わ 、班

村りか 各、 、ら 、か小ね 林わ ら 林班 白
るま 班、

郡まで ろか 林 班、 糠

班 と 、白、 で、

は及ろ

わ、 、び、 林 糠ね 、お

及な かお にぬは 班 町、

及 い

のま

、、 び の 、及 ら

町班ら 班林
班林ロた の区で

をり ヘ班及 たま 区域、

小ロび だで 域

ハ し、 を除

、ぬ の 、な 除く 班小、

、、 各 国、 く。 班

の 。）ぬ 小 有

、 ）及 班 林林

浜ぬ 、 根班林き 及び、

釧ニ班、 び

め 陸、 中 ロ

か 別る 町 林 小 西

ら 町、 、 班 班小 部

い 、び 足、

イ つ 寄林 らお、
の 、 郡 は班 、に
、 林各 つ 足 まい イ

寄 で、
班 ロ 町 のに 、ほ 班小 、

各か お及 い

、 及 及び

た 小ら 小
班び びイ だ 班と

のら し のま 林 、ハ イか
の 、 区で 班

各 各ハ 国 域、 い

班各 有 をり 、 林小 小の

各各 各

林 除、 は 班班

班の 班

い各 、林林小 小 、
班班班 班小 、
は班 林、、の 林、

区 班、 班、
林 、林林域 、に 班班を 班 、

班班 ほい 林いい除 林林

班。 い、 及、 班、小く

びい いろ

小及、） 小

及 へ及 班林 班び

い班 、と林び の 、び

の班広 各

日

区
ロ のの

び ハ班
及 び小

、除
小 班を

各 小域
の 各

く
班
、
。 林）

い更 い 、び 班 い及 林 班

いお 音 た各び たび 別 及

別 、小お まロ
、、
各各 イイ れ町で 班の の

イ

、、 、の、、
捕。を超

制９のる頭を

成獲た捕え

限平月平

の成

をだ獲て 日

班 、

内

し 、わ 川 ホ
、 林ま 小 十か 上 班班で 勝ら 郡 林

郡班林、標、そ ニ

に 至同北園同町
らま

り西 点羅点にか囲
れ

に 、か臼か所

順 同ら線ら在

とてすまた

班 く十ぬ 、 い、 、小
に 、

、、 。勝

ぬ ）東林 林 い、
ほ 、、部班班、

ねらのと

、、

除小

ね各し

。、ま小、 林 林 くま 班

で班同 班 班で

い、 ）

、、点 ぬ

、

な 、

林各いの尾 小 林
班小小各町 班 班
い班班小 い、林
班班た 小小、、

小

班イねまイい各及

、
びび班

いび で の、及及
ハイ、

及ロ 各、 ね
、 びの 小の
及 班のか

尾
広 かの

、 イハ
村 、び

イ。

班、く

小お除

ら各
及）

、
び、

た捕

容年ま年禁ししの

止、 で

一合を

月の月す同場獲

、日。日は禁

１間１る

こす

か捕かまに、止

日

平、いのる

ら獲らたお

ま

成禁成１て区。

平を

域 人 止

アの、

年す年１のでた

る１日

次 林

月。月当、オ同

のいるで町

み 界交線民の営 林進 班

キ と を、点を有各ス 班
北国に南林小
班ー 至に に道
林り進林並場 進
班、み班びの

のこ起２に区 号 み

と 林の点か同域
を 林の 班点にら

点 、
界か至８林除 班交
をらるま班く

東見線で２。 に

か 小 林及 目ね 、ら 班 班び

な 郡同 、 いイ林 お、 梨
、か班川 及

ろら、 、 羅

ら 臼林右 び

岸 イ 、ホ

、 町班

、でく い林を の イま

流 小 ロの、 た、班上 各

区に 班 及各や だいの

し

班は 、域進 、か び小、

ら ハ
国及み

や の、及
び林 有び国

ね イ各

各

の小 び 、各ら林

小ハ班 及 各班 の

林班まい び
班、で及 なの 小、

各 班

のび の
小 、林 い

班 及林各ロ 各
班

各 班、 林い び班小の 小

班、 イい班
、、小 、
林 いイ の

班 及及 各ロ

班た びび 小及林、 林班

イロ 班び班

のの 、ハい林 小 ほ

別

い各郡

班の付

林ロ野
、

る、町

ら班海

か小
ま

標 で

標

かほ中

わ班郡

、林津

ス一

よぬ津

ら、

た
１アカに

日日りのジ日
捕い

でで頭又のお

まま

獲て

及のをは

び間超
１てア禁の

平、えのを

人のの止ア

成

ス域、は

年１オ区し又

２日
たカおらの

月当ジにさ

日りのいにア

１

） り 林に通で、、） 至

３ 班進し囲
ら５ 同 及み線まか、 、

、 国 び、をれ

国南た

有東区ま６ 道

７ 沿 班
林に域で、 に 林

、 い の
界進を、

にみ除

南 林至、く、
、 東 班りて。

界に 、いか

み の
同線たら、 進 と
国とだ

、有 ロ班 林ま

根 班い の 根で 林ソ林 小
、ケ釧 、か 各 釧、 班ス

ら 小 東え
川東 及 へ 班 部

右部 林林び ま 、 班岸

林で 班イ い河
各班 及口 林 班、 はの林

り小と びと 班 いへ 、
イて い、 及

かと び、班 かい

ら線林 らか イぬ、
と班 はら か及

の、班 班 、

ハ

各各

、 小小 林各イい 、 と

班班 班小及、

班 、 、、 い班びイ 林 り
、、ロ及

るのび りい 林

わ班 班、か林各ロ 、林

班各 、ろ いぬら班小の

ま及、小 よ及 、、はい

班 かび はか
、かでび

その はら、イ林、 らイ

れほの班

、町

ま、各い林 ま各 、

おお標

、、び

でる及

ま
、ロ
イび町

、及津

ロのた

一及各だ

一び小し

〇

有

の、国

ニ班、

各

林

オス区

か３捕てメの

小

に

平ををスジ域

ら頭獲
え止カ２お

成超禁ジカ

年てす１頭い

点道
有のしま、 交、
林交、で
各 至知
界点同、の に道
をに町

班

り北至礼、小 床

、、公り文
、、

ハニ ま林のと まる らび
、で まの で班交の でま

を班 れ、 で各 のろ点林

小び起界 かわ の小 各及

、、 各班らかイ点に 班

班 か
でへ小、班 で小 ほ

、 らの ら
、、班イい 、

びろ か区 り
つへ、及

、

を つと林ロ、 ら域 及、

、 びう班のイ

、

の東

、班釧

班林根
区部

林域
班を林



ニ風枝老国班い

平 、 い 有 及連幸町

成 ろ 林、 び町郡、

十 日ろ ホ及浜勇

三 及 高 のび頓払、

年 び 北 各下別郡ろ

九 小川町早

北 海

、、

すで班からまい班

で 及及いらは

ぬ 、 びびかたま
での林 お、 んあらまで

らま、各班 及る のかは

わ 小ゆでつ小い び、 各

ホ

道 公 報

小ら

班でしかちほ各か

たで班よ

ま 、の、らま

各国で

林有ま、、ま
で 林の
各 班林でイ

イ い小 の上及及林、 班

班 区川びび班

第

夕市、リ川

別町び上

ア

ジを限張、の中

ス獲制

川 カ禁区市名各部

東
町 メ止域、寄小
林 スし岩市班
た ジ、見、、

号

の捕

メスアの

てメのて

カ２域を

ジカ区獲

スジ

及 イ 部 １頭に禁

月 班町、来び の

二 の、中町
林ロ 各

十

班の 小 区中頓、

八 各 班 域川別追

日 小 、 を郡町分い
、 除美、町班

い く深枝、

。町幸厚林、

）、町真班 及
び金

威び、ろ林 い 、音及町

班 、 勇

曜

府登川

ろ のろ 払子歌鵡

及 各 郡
は の、 班ま、、班、

小

、 各か 、であね、

の、、に 小、

、、林、 班た 林各さお

い班ゆイ班ぬ 、、 班小

つ い、 及 、、かの
ら各林 及か

び及 び は

班い ろび お 、林み小班

いで、小 のれ の な班ま

班 各の 各 か

小各 小 らか及

、

いか 小

林班小 班 むらび

のの及ら 班、 域南イロ

を部 、各各びハ 林 除
く林小小イま 班
各及

い 林。班班班ので
小び

及 班）い、、
び い、か

、か

ロ 小空ら林林班ホ
ら

の 班知は班班
各 、郡まいい

上でかか林ト 小

富及らら班ま

班、 良びへるいで 林班

班
、 だ カオ沢富
し 各ス市良か 、 １ジ、野
市林 ら 国 頭カ

班 有 をの別、
林 捕捕市上ま、

上 獲獲、川で

知鷹各林 川 しを空郡の
部 場止郡栖林班 中 た禁
合す栗町班、

はる沢、の

をお止
、。町東区林 林

。

捕えてる

を超いす

頭
捕ジお

しのスな

獲てメ
一

合をを同

場獲カ、

た
す捕に

、止頭日

は禁２

区。しい

のる獲お

こ

日

及、及班 び 小 占村町町

の 、 村び天び、 イ 班 冠
、中塩穂各

上川郡別
ら班班 川町豊町か小林
、い 郡、富、

和稚町沙、
ろ ま 寒内、流
小日班及 で 町市苫郡林
各 剣宗牧高、び の 、、
淵谷市町は

林 町郡、の

、 まはき班、班 でまの、 林 い 及で各班林 、

い び及小林

い 及か うび班班林 班 わ
かい 、 びら のな、い班

かは 各か

ら 、 のま 小ら林らか ぬ

はまり よ 各で 班む班り

で、でま 、 小の 、ま

班各

、 及 、小 林のと、で た
班 班各、る
、る び

野すまま、各
い小ち

い

か班 小林 町のででは小

イイら、 班班 、各、、

、い 中小

か 富班及及ほ

良、びびま林 ら

ロロで班 へ 林野

と、

ま 班町林のの、い

小小、に

で い及班各各

南、班班ち、

、 小びへ

、 、富ち、、かに

り 班

ら 良、ハ

野ぬ林林る、

をい い

こ、神域班 班

及

班

区張町除小 小

の夕楽
由当。、 及

域郡、く班

び

で
の仁麻）

メ町町、林

ジび比瑛班 林 ス及、美

山町小 、 カ栗布町い 班

１班 頭町、た

を、愛だ 林、

班

場、

域さたて
超旭別し

でら
同、ア

オ、はの

のに合

カ日のは

ジ一こ又

ス
いでア

スお域の

メに区
域

各、シ区

カてのの

ジ

カ

班 頭の１に

１

だ小 班 、 、猿白た各 林

朝払老い 日村郡し班
班

、
町、白、林、、

及班 浦い

い ま、林 、 河び
で ろ、 町イ

ろ の林 の班

、

各班 各 及い

か班、林わ、 お
の ら、る班かか

、いら、 林各 は

班
、

ま小わかた班小お

らい 班各

、 小 ろ林か林 及
び 、班ま ら 班班
林 ろい ろ ろ、

らび 町、班班まへ か

で

るいはで、 ハ

た、かか、せ
でろ

、 まだわららのわ

ま林小 で
班び及 班 で班の 林 林及
いイび い の各 班、
小 いろ 、 各

か

、国班 、

え川町、林 は
林小

の、上有い チ

て市
林に及ら小国

捕士川及

、びち班有 班

林 い 林ほ 林ほま、

及 班ので 、日 班

をい

若ア頭お

び い各、

えオ

くは超て

し又
くい及

は
。、び

、か別 ら
）に門 か

た 平ら町

ら はび

だ小い 林か び及

班

ロ 、 し班

の ろ の 、、い 、
各 国ま

班ろ小 で 小 有か 林、各
班 及 林班ら
いび 浦及 、の のろ か 河び

イ 林各区
の ら
い班を 各 い 林、 班林域

班ロ除 小 ま、く 班 か いの
各 で ら、 、

の班 ま 、、 、の
小 で ろい ろ各 林ろ 各
林 班

各ろ 班 い班 、、 、の、

、 ちろ は、 及林 、、 及、 ろ び班イ びろ

及及 林 イ林 、

、 イ
びび 班 か班
ロ の

及 各林 ろロ い らい

ハの

ろろ各 まび の、 小班、

小 でハ 各い 班
、か及 小

、 、小班

班 の の、

い ろ班、 らの 林 ろ

ニ各 、班 、

ま小 ろ 、 、ろ
林 ろ ろ

班 、 林 で、班
い ろ 班 か 及のろ、

い ら び各及 、 ろ に、 小

ろ 班イ 、林 び

、及 い ま班 のイ

でい 各かか びらら 、 小

び 班ハろ ろ 林及 ロ 及

び 班の
らで 各ろ いま は 、ま か

い高 に

の

南 かへ 及小わ林
ほ ほ部 らの び班及班 、
へ各 ろ、び
イ、林 、 ま小 の

かへ班 ほ で班 各
の、 小林ら、

班班ニイ 及い

各
、ろま及、 び 小

かでびろ ニ 班林 のらのロ 、班、

いイ 林ほ小の 各
小 班ま班各か 班、
い 林ら 、で、小

で冠 で町ま新 ま取へ、
冠 林

だび新 各
た及郡 の

国各 、
、の町 班

しイ
有小た

、 班
日、し 林林班だ

高

国 い北

ろい小 、林。

は班） 班

及ま、

びで様 及、林 い
か び班

ろ郡 ら に、 林 ろ、似

班 のい の様 ろ 各、ま 各か似
ら町 か 小ろ

一 で 小

、 及ら 班一 及 班

幌 びろ 、一 ま び 、

泉 はま イで 林

ら 班え 班の ので か 林郡

各及

ろ らび 班の 各 各

ろろ 、区 、小 小林
ま 班班域 ろ班 の
各、 林で 、い

、を
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まで

ま、ま 及 、 日で日
びで で平 番番取

町 、、道
本
町 番

９林ケ

か園 、１公 ５番

び 林

月北ッ カ 網

見プ の 走か
ま営の

各 中ら日経湖

小 部

で区区
域 ま 班 森
、 林で

に 署び班 び 理及林 並 管

か
ら 同 事
町 業の
字 区町
有林

網 月月

林 ９９

走
林

森 でで

部 まま

西 日日

区
業

事
署

理
管

日

理
管

林
森

部
西

走
網

林
有

小各地

町各の沼

業
事

署

班の班分

林班小部

線 ら
、
、で域 ６ま区 ５ 番の

栄

間称域

期
続
存名区

地班

のま 林浦
班区で

、－域、 に

間称域

期
続

名区存名区

称域

の
班

林
域間

期期

続続

存名区存

区

間称

班
林

く路のの南除

称域
名区

北 別。敷点交にく

撤を

み）

に 道）をか点進。

同至道を

進を 路除らに

の。町り道西

み南 とく

道に 交）道、阿に

国東
進 点をこ寒進

み に南道の標み
寒 と国 至東路点茶阿 号

らと川 の道 りに敷か線

、進を

班平阿との

交

の成寒阿し交

鳥、点 小寒 区

保の至

班郡 域年獣こに

を阿

１区か、

除寒 月護点り

か同の

に 。日らこ

く町

平道か

在 並ら道点

所 ）

る に成ら

す び

の足小成山十

宮各平東
鳥勝 森寄班

保
郡 鳥郡並年獣
浦 獣陸び
１区
幌 保別に月護
町 護町

ら所 所班か

に 区に林日

るろ成す す、平在 在い

域平

る

平狩

成勝上、、成

鳥川

年獣郡、、年

保新

１

月護得、、月

１区町

か

日に、、日

か所

ら平

ら在、から

平す

成 成るの

国
音及 鳥郡班 山東林 見河
保更び 獣
護町

域
西区

河の
び班

区及林

こみ除町のと

郡

にと

の町く道交の 点号

に点 至の

点道。オ点交

をョ至に り交

か仁）リ

町志北マり至 、点

ら々
至 の
道別にッ、り に こ

のこ り 点
撤横進プこ、

町路点の か、

別断み道

路路道か点 らこ

道道
とオ道らか 同の
道か

道のリ路同ら 国点

道同
路交ョ敷道同

国

年路町

９敷道 林道

班月を
除道 号 １

ま。敷 ら道

日く路 かと
別
を除 ま雄

で）を ６道
に。 釧 、

北く で

進） 路
みを 線 、

町北 と

国、
月民

林、９般 有は年一
有

陸は
、 別

で勝 及 業ま十 に 事日林
森 び 区
ハ

、小画 へ各計 班の林 林

浦 と班区

一各ま

９民班及９

年般小で年

月有及び月

林び
の日 日十

で森班小で

ま勝小各ま

に

画部び

計一並

林の班
こ

区、
新

す
在

所
に
町

室
芽

得林れ

る

一国

一有

四

点マを道川 ら

西
勝
十

林

敷
をにッ除左 同 道
道 敷
除至プく道岸 国 路

）敷南 を
くり道。路を

。、路

）除道ことををに

大に 交 び

道東 の 及

正進 点
と道

路町 起 各

道み を の

及域町 ち区幌 、の

小点

び

囲

町班に

の班

り林

有

れ

林、ま
区

林、た

班 署
理
管

林
森

部

、



４

区存名区

平 続

成 期

十 域間称域

三
年
九 ホ平大小

北 海

２３

期期

続続

区存名区存名

平椴平北

域間称域間称

道 公 報

のて１ 北

鳥とそ縦 海

獣おの覧平 道

保り区に成名 告

護鳥域供 示

及獣をす年 第

狩保表る９称

猟護示。月

ニ区し 号

関特た日鉄

第

域間

期期

続続

存名区存

る平子ま平

間称

号

進こ線点

月 瀬小成谷岩班

二 地内の 班

十 郡並年鳥郡区

八 獣共域 北び

日

１護町

檜に月保和

山

日区に 町
所班ら別在

に林か特所

金

成護る

在は平保す

、 す

曜 地国 は る
国年区有

山

函成川檜成檜

鳥山 館

獣

市年獣郡年鳥

保江 に

区町１護

所月護差月保

か特

す日特に日区

在１
一ら保在ら別

るか別所
地る成護

般平護す平保
地

民成

区国 有
鳥

ス別図山
林年有年区

地、保

法護は獣

ル保面
区北護

律

環別

正指道特

大を海区

法た生護

年し境保

７定
環

第部区

律。活地

線成野厚で成

日岸、 に

年 囲年鳥郡
獣厚番 ま

護町の１

れ月保岸地月
、か

区日区に１日

た１

ら

域か所

ら在

成る地成

平す番平

子の

点至
と みのに

年野１年

点 釧ら、
交 道かり

の 道
道点
至 阿道の

に 路同こ
、 自か
り 寒

敷国
の 車路同

こ 転道ら
ら 除

か 線を道
点 道

、日

内 及
林月岩 に
有９林

渡

区 小
森ま業 ほ
島日事 び

班
林で

管
の 理

班 域
署林 区

い

渡９林９

へ、

班イ

林、

島月檜月
山 檜

管で

森ま林ま

山日森日

画署

計理

林で
区

号境

区区

のの

班班

林林

海

条環北

８然

第自

）室
び事

第及知

８課道

ノ境

定庁

規支

の係堀

項関

３

月公４月

９日、９

にに

園及

日び日

町び

で渡並で

ま奔５ま

６に
丁
地
目番

。路
同 旧く道

の
地
番）

線 探をを
界 別）敷

境 雄
進。
南 鉄にく

を 鉱南除
進 地阿を に 跡み）

西 道
とに 国 と町西 み ）寒北

交釧進 道 の

ホ

及び

り及

、ロ

点路み

快股初痴

同同同同同

び

域域

子ウ楽が恋漢

玲ト 誘援柔

同同同同同同同

咲追い助肌

高うピ美分

置也

りえ

よ備達

校すン

同同同同同同同

次い

、

妻し

和魚ビ痕イ尼人殺

の

３
ら
か
１

服とーン寺

同

成の別画

行平行

興興種

を
有

月き国

興９興好韓

害年
行

に の

至の点 と

に市起 号

、界交至

り境
北

北 海

海 道

道 告

青

存

示

少

続

第

年

期
間

保

秘ョ義倫車

のキる不電
乳さ

密ウ母

淫ロ子かっ

多エ息首わ

のィ快愛ビ

症チのらて

痺リ

妻てク

人カ感しッ

濡サレ加妻交天

る
れ！

撲

教れロイ）不際使

美
ン院で滅今

師パ病ラ倫
仕動も

ふテ４巨お運夜

置抱

しィ乳

きい

だーノ

！て

らー

にパ

教看

調ン

熟寝ステの睡屋

月
護７

・マ不１

女るトィ御眠

十ャーれ

三シシ浄濡

女

観み

のゥ股ぼ

路ド大つ
き

行ら

り暴び

か音

さー

も妻

爪
の

と
指族下

て家昼 行 し日の
倫

るイ不

すのバの

定り

名

め
慰 題で

。ブ

護 号

条

成成

平育

年例

１和

月昭

日

オ新

成道

平海

ら北

か年

宝 ピ

日東日東 ー

新新新
映 映映映映

ー 本宝本

一 像画像画画

一
五

ーー ン

新オ新オ新キオ

宝レ ピピピ グ 日東東 ー

映 映映映コ ーーー 本宝

像画画画画ド画
ー 映映

部
全

オ 同ギニオ日新オ
メ 日 ー本ー ャケ

ガ ピヘピ ガー・ ・シ本ミ コョーラー
コ ミン映ル映 映

ッ

ュズ画ド像画ト

会ピ 給日 作ー

制配オ新
像

海又映映 北会 社ー本

知
道は社画

条

堀定範
指の囲

事

９第

年例

月

条
項

１
第

条

で４

ま第

日）
規
の

めめ

し情青全害れ認た

育るあら

、を少なすが

的激の成おるれ

性刺年

性
暴

、
感し健をそとる 粗長

く助
しを

著 よ
に

定

由
也理
の

達定
指

次
、

り



２３
成出縦北北縦平

届平届
書覧海海覧成

出
年
月年等場道道期
路９

日９の所経釧間年

覧部支月

月縦済

日地庁

北 海

変大変平変本
す移

更規変変更成更社

し模更更の

理の

た小前後年年る転

日月由為

事売））月９

舗京京１

項店東東

道 公 報

１
出大コ釧大名東太

届氏
模都洋

事規ー路規京平

小ャ春小中興

項模チ市

区株

概売ン採売央発

の

ォ丁舗明式

要店フ７店

舗

第

規域１ 北

大模なの月 海

平 規小お生 道

模売、活日成 告

小店同環ま 示

売舗法境で年 第

店の第のに９

舗設８保北月

立置条持海 号

地者第の道日

号

画
平
成
十美れ
三姉ん

年妹

九ス

産工
域商日

光ら

観か

課働）

業労金
成

課平
月

１
年

置代央

設千中

を都都日

町

者霞石

る区明

す田区
丁１

所３番

住関８

のが

を石会

番
更８

変目号

の

設町社

のー目

名釧

置８
表 ２ 及店す番代 － 称路

の締 ほ 所者号取

びる１
長 筆名社 ５ 地氏役 か 在

か２た釧

称田

名池

は
又

ら項め路

法
成出規慮庁

平届の配支

事定す商

法の基き労

年項にべ工

第更き項観

律変づ事働

に、に光

）い該いに

号つ当つ課

第て大て到

月チ

二ュ

十ワ

八ー

日

服
制

ス
デ

金

い
け

曜

日
で

ま
）

月

及

号
１

日
曜
土
、
日
曜
日

人
法
に
び

並
所

住之

び隆

６届規意着

は
て
っ
あ
に

第が小をる

条出模見す

っ店すう北

１あ売有よ
者出道

のた舗る提海

項

る事

定設はす知

規。を
面と堀

よす書こ

に置、

次がよで

、者にが

りる

のそりき

日

像
映

本
日

新

２３

民
国
び
及

出成出縦北北

た届平届
書覧海海

施め
設年

所経釧

の月年等場道道

部月縦済路

細日９の

成更

東太変大大変平変
す

京平更規規更

都洋し模模の

理

中興た小小年年る

の
者
表
代

央発事売売月

１

成出大コ釧大名

平届氏

事規ー路規

小ャ春小

年項模チ市模

る達

月概売ン採売

９の

也

お周成。

との平

り辺

規域１

大地年

北

大模なの月 海

規小お生 道

模売、活日 告

小店同環ま

午

示

売舗法境で

前

第

店の第のに

９
時

舗設８保北 か

３時

日月覧

祝１縦

のの

覧部支

ま
関日間

に

を
す産工

討域商

検日地庁

で光

程観

過課働

る業労

レ
、

上
営

運課

舗１

区株項店店日月由

施荷

石会のの日

明式舗
き

番代のば

８設さ

町社
締に設

号取置施

１表配
棄

長る廃

社すび

役関及

要店フ７店

事

設

のー目を

日舗ォ丁舗

名釧

置
者

びる ２ 及店す － 称路
筆名 ５ 地氏 か 在の ほ 所

は
又

立置条持海 号

２た釧

午地者第の道

ら
５ら項め路

後法か
出規慮庁

時平届の配支

成
事定す商 分

の基き労

ま年項にべ工

き項観

律変づ事働

で法
に、に光

第更

法を
るで

す

号つ当つ課

く
律除

和）
昭。

第
律

法
年

た
し

更
変

を
等

ト
ウ

ア
イ

管

田保

池項物

よ
が
う

ほ

及
称
名

置
位
の

之設

隆施

法

道に

海び

北並
所
住

び

該いに

っ

堀あ
に

事人

知

規意着

第て大て到

）い
小をる

条出模見す

６届
店すう

２あ売有よ

第が
を者出

のた舗る提

項っ
に置、る

定設はす

規。

にが

りる面と

よす書こ

休
る

す
定

規
に

）
号

、者

一日

一並

六

に
び

代
は

て

た
し
断

判
と

い

月

き

次がよで

の

也者
表

達

周成。

との平る

のそり

お
り辺

大地年 年
翌

ら
か

日



北

昭 海

和

川南

道
告 途

平 年 示

成 北 第 向別

十 海

三 道

年 告 号 改畑農

九 地 良土免示

北 海

達威 のの平

次そ地西音
子 地関成区

区係
月

つ類９

に書年名布府

事畑整畑

いは
て、
、平日地理地

道 公 報

海
北

土月同同

道 地形

告 改土

示 良地

第

区
改
良
名区

号

第

に 北

土係 海

る平 道

管成

地
告改 縦午

理 示良 覧前

規年 第

程９

法 時９
間時

を月 昭 か

認 号和 ら
午可日

号

日 覧成月
祝 縦平１

のの
３ に 期

る 月で
す ９ま

関 間年日
を

月 帯 ）層農第

二 総改道

十 合良整

八 整、備号

日 備暗 き北

手沿 い）道 担ょ海

金

援漁 支岸

曜

農総

道成帯、帯

改 型業

総 営

整保整

土年合地合

地
良２）

改月備全備 業
用整

業か業急

事日農緊

用備

のら

の 土
、、

改間水］

地日排型

良

改沢 川窯 地農

土赤炭北
首 首 首 施頭 頭 良頭川 沢

て維て維て

名工工工

設

、る

持い持い持い

管維
操。操。操。

、る、る

理

律 時。
法 ５た

年 後し
第

分
ま

第
）

で号

法

２
の

条

く
律 日除

か
和 ））

昭 金。
律 成

法 平
年 ら

第
年
１
）
月号

日 善
規 改

付 層

貸 土

金 独

資 単

北経
く
づ

］基

）に

良則

一農農

道道等

海海営

北

種 変の、、

業般道道

事

ょ

計覧北きき

更縦暗暗
土

を供道、、

画に海ょ

める事類画層

定す知区
覧道
海
縦北同

。堀

た。

他

ののの

そそそ

作作作
に

理理理

管管管

規他他

て

いいい

つつつ 程にに

な

要要要

の必必必

てて

規
の

項
１

第

事事事

なな

、

事 り

知 よ

道 に

海 定

北

規
日に

地
土

の

堀 次

日
で休

まる
）す

月定
日に
曜び
日並

、
土月
曜

支資

走勝善

網十改

日日

２

、

庁庁金

支

場安目

え解在保た解

備

係と

除 いに所林的

置除

也支
場川

達上

縦るし

て

１

所庁

成解在保た解

平

除場安目

係との
除 年に所林的次

を

項項項 概

月るし図

９
定

要めめめ

定定定

をを

北 運 条

森を 海

解

水用 のの

道 に 漁林 漁

除 告

す

つ 第法 知業

示 い 事共

る 第昭 が同

。 号て
」和 定改 農

に用
設

也 施
良

達 改

め善

海

機エ改第」第第北

応

削を道

２ 関ンめを４４

ン同る第沿沿

生 」ジ、
改 改自表。５岸岸

活 に

し業業

善 め動のと漁漁

民年
国翌
びら
及か

、停

営

善成経

改平１

活第

生
資

の び月善

及９改

金年等

供林定理

に安指

覧保て

道

）
。
る所れ由

すのさ
防地

郡の用

糠害路

白霧

保て」 の

町す

糠備と

白

さ省

林定、 理

日安指は

土道そ
、
し

所れ由略

の

面

市の用図

達砂路の

伊

のす北

山壊とを

館崩地

下

林号

産法 成 者画 水年 平 る計

」の律

３ 、定 務第 年 は認 事

を 次月

水受 官号
）

付 業た 命第 日 産け 依
振者 通
興と 知条 け

の

資

推 合る に２ 水 総す ）

金 止中、改改

の ３装第善善

のの金金

表 置３３資資
付

１ 滑購音次の貸

の 潤

信次受規 中 油入響に借

性に
設よ体 ４ 状要号の主則

維す
費のに和 ご 持る備う昭

み 装

焼 置用購加

資

却 の」入え年

青

４

者の

業表

漁の

年日金

成
養中

等
のネ

金エ

資用

保船

確漁

め

路た

庶る

の
ら
か

一 の一
七

備た道

町防る海

で
ま

め胆
庁

支 １振 の
に 道部 図 海済 の 北経 次

堀及 部課 す 事務 示 知林

策る２ 第 対。 係第

び 分

項 事

定 就
実水規 業

業号の 漁
領長よ 者
要庁に 業

施産
通 保、

」官り 確
第よ

成育）の

平知 ・次

成

設 設をにる北
年対２う

にりす道 備 置削要。海

す費則 設 要、る規 の
に る７用第 置

費」」

」削） 要

用をを号 必

削」。２ 資

を６る第 な

第 購

、、、 の

りに条 材

境

準環

基ー

付ギ

貸ル
同

関

部海機

一北応

の対

）
よ
の事を

次知」

を道

る達 限伊 に に船

う堀漁

のに

に

也所 ）役 。 達市 安

月関２保

４策

林

８係

指

付業アの

日事
けの

及 要

の」条 に

表８４ 入

中び す

９を
７第 る

達度

正高

改用
６」費６ 対

。也境

る環

す



３

い解場保た解

置
て除所安目

覧定との
除 縦予林的次

は

供安て」 の に保し図

す林指

北 海

２

い解場保た解

置
て除所安目

覧定との
除 縦予林的次

は

供安て」 の に保し図

す林指

道 公 報

１

成解場保た解

平

除所安目

９定との
除 年予林的次

安て」 の 月保し図

日林指は

第

法 北

農律 海

林第 道 備

水 告 た解え

産 示号 目置

大 第

臣） 除 的次い

第 のて

か 図縦 のら 号

はに、条 」覧

号

３
解在保

平除場安

成に所林
十係と
三るし
年保て
九

所さ省

るの定、 理

安指

道そ
、

し

）在れ由略

。

郡の用図

川砂路の

上土

す北

別出とを

愛流地面

愛備た道

字防る海

町の

略

。所さ省

るの定、 理

限土道そ
、

し

）在れ由

。の用図

都る砂路の

寿
都壊とを

寿）崩地面

郡

た道

字防る海

町のす北

略

所さ省

の定、 理

歌備

奥に飛河そ
、

し

在れ由

郡るの管図

尻限砂川の

尻）備施を

奥。防理面

の

青地道

字用海

町設北

よ定 省すの規 、供次 理

）によ し。うに 由略る

知 道の安通 農そ保る 、
を指あ 地面のが 用図林

。 る海をた す北定っ と
た道解

月林定

二のさ

十所れ

八
日

防

郡次の

付て害

野い風

別の

金

町に
海図備

曜

産

山め水

原す
美示

林
治

部 ３務 の

愛 示び に及 図課 の山 次

産

棄め水

役 分町 部別 す

部

戸務

有林

町

治
及
課 １

山 の

役 示

町 に

都 図

寿 の

び 次

す産

苗と水
る林

海治

北め部 先

た務 地
。
事及 林
知課 有
道山 国

役 に

町 図

尻 の
堀奥 次

び

定

庁予

支る

室す

め根除
、

務旨

林る

部あ

済で

経
海

別法

び林

及森

課

日部
に

の分
る

・限
）
の。
・
の

え 。備 るに 限場 に 上
以

１２３

）

業業 ） 狩平作作作 号 石

種期地 第 川成業

開

年類間域

に 部

場 す

月 に 建９ 条 発

にえ
備 分

海
北
道 置

告 場保た解い

示 所安目て

第 除 林的次縦

との覧

備 部

に す
達場 示

し図に

６

分え

也
場保た解い解

置

所安目て除

との覧定

除 林的次縦予

し図に保

役和

町昭

場

５

に年

場保た解い解

置

所安目て除

との覧定

除 林的次縦予

４

つ
に
筆
３

し図に保 保

覧定

縦予

て除

い解

置

公平札 お 設 に

部

市 て 長日共成幌 い
か測

、８ 用 ら量年 準
る 次管月 す
の内

ら 第 お川か 法 と河日 同
り縦
横平

第 共断成 条 公

図 測１

の号

定、る 理

指はす

て」供
そ

、
し

れ由略）

さ省。

地面

の用図

砂道の

土農

供安 の

のす北

出とを

流

、るの 理

指はす林

て」

れ由略）在

さ省。所

定
所路の寄

名道そ足

、
し

を寄

は地面足

又用図郡

」供安 の

跡す北町

旧と

定、るの 理

指はす林

て

し

れ由略）在

さ省。所
郡

衆路の珠

公道そ有

、
とを瞥

保地面壮

の用図

るの

す林

供安

す北町

健

町
瞥

壮
郡
珠

有

）在

。所

）月 をの成２ 量項作年

よま すに日 施定４ 実規
知道 、通海 旨る北で る

堀 っ
法あ事 量が知 測

め水

備た道

防る海

昭た 足
び
及

課
山

治
部

務
林

産

町

風た道栄

のる海共

寄

致め水

の産
部９ 存務の 保林

示 びに 及図 課の 山次 治

る海

瞥す 壮

林。

産林

め水有

た道国

課示

山に

治図

部の

務次

瞥に

壮分

び部

及す

図
の

次
。
林
有

国

一に

一示

八

和。 に
分

部
す

に
場

役
町

第

也 律
法

達 年

に限 場に 役分 町部

え
備

。

役る

町限

） え。 備る ）
。

る
限

え
備

に）

場



か平道

道しそ日

更の１

法。関ら成路

路たの

平 の 係２

成 昭図週年種

十 和面間９類

三 は、月

年 年、一

九 北般日道

北 海

道
海

北

上

告 富

示 良

第 野
旭
中

号

良
富

道 公 報

成路路

平道道路十

１２
のの

勝

名線 ９類線温

年種路岳

、

泉 月

美 日道区

第

事 北

過を

１２３

海

疎次 道

地の

作作作

告

域と

業業業

示

自お

種期地

第

立り

類間域

促完
進了 号

共成町特す

公平森

号

第 北

函 海

平 館 道

開成 号 告） 発 示

建年 第 第

９ 設条 部月 に 長 号

法 か日 お

月 律海の道

二 第道縦

十 建覧

八 設に 号日

路る 第

道す ）部供
整。

第

備 条

金

項

及 １

課

曜

知良

上空富
線

野

北 の

び

瑛富字

美中市

郡郡野

川
中野沼

町良鳥

町町

び
及名線

道域瑛

番 ２字

瑛
美

所郡

場川

覧区上

縦

別る

１
山

丸
町

測
７置

量年措。

３月法

級
準か成

基日平

点ら

律

量月法

測８年

）
日第

ま

とす の用 次準 、て らい
共第 公法 り同 おる

規 項 実２ の第 量条 測

日

土北 り

幌 よ

札 に

道 定

海

の

業知 路

現道 道

木海 、
次

え を

備堀 域

に 区

所事

野地

目良１

丁富

い の

置

先 原
で 野

番ま

地
先番

ま
番

８
目

丁

ら
か
先

で地

北

間

堀
事ら

知か

道先

海地

第
）

で号

事の

知項

道１

海第

北条

規 がの 施

る
よ
に

堀定
規

通 旨る たよ しに 了定 終
た
っ 法あ 量が 測知 、

也 り

、 お

て達 と

和。 昭

道区夕地目

２３
変示
告

線の市か知

路張先空

路

管

名域水夕林

区清ら森

後前後

沢張

でらで

まかまかまかま

更の前

変後

達

でらでら

２敷
前別

也

地 週
間平の

か 幅

、成
一

達町

縦月
の９
般年員ら

更
工

也の
道

北

道しそ

３４

海

たの 道

。関

路 工工

告

係

事法 事

示 の完

図 第

面 種

昭 了

和 の

は 類日

区
線
事

路工
１２

律
法
年

夕丁清署

１市理

名間

張目水
丁ニ

見番１班

岩８沢林

別
更の前

変後

線
沢間２

前

延 覧
に日
供
す

重
の

と
等
道

国

。
る長

、 号

築成道

律 改平海

法北

年

建

第

枝
幸年設
部 号 郡

路 第

浜月道 ）

頓
別日整

戸及 １

字課 第

町備 条

町幸幸幸

別枝枝枝

頓
浜

頓頓

浜浜浜浜

道郡郡郡

常町町町

別別別別

頓頓

敷

線戸戸戸

磐字字字

地
の

員らで
かま 幅

一 延

一
九

道

北海

縦北

間
区

複

同

長

場木

事土

知川

道覧旭

海

次 の

出び 項

業

堀現

の 規
り

地場 よ

１覧 に

番縦 定

え 路

で備 道

まに 、

先所

出出

、 を

て 域

い 区

置 の

出
番番 番
１１

ら

かまか

先先先

地地地

間
と区
等複
道

国重

らで

と

示 の

告 次

也
達

所所

の 変ら
か り

日 お

の



更 北

道し 海

、

路道

道

同
路 道

告

条
法
示 札

第 第

２
昭 幌

和 北

項 線広

の 号

自規
年 島

北 海

の 北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成

得地

告 町先

係２ 示 字ま

昭図週年 第

和面間９

トで
ム

は、月 ラ

年、一 号 ウ

法北般日

道 公 報

道路道区上国班

１２３

の線の郡小
有 路路川へ

名域得地
東 種区新班

林
トら
事 字か

雪 町先
大 類

道忠

第

更の 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第

面間９

昭
和

は、月

、一 号年

北般日

号

班
小

平地
成先
十ま

三で

年
九

道よ
第 車に

律 転定
法

名線り

供北北の 第
路 ）道 号

広広供
１

市市を 第 用島島用 条
の

開央央成 項

中中平

３４

律海の シ

第道縦
建覧 番

設に
路る 第道す ）部供 号 １

整。

のび 項及 ２課 第備 条 後

北 規

清ラ川 区

道別ム上 業

水ウ郡

更の前

変後

線間シ林新

敷
前別

地

建覧

第道縦

律海の

法

設に
路る 第

道す ）部供 号

後整。
び 項

及 １

課 第

備 条

北 の

月
二
十
八
日

後

金

曜

定 始丁丁年 規

目目

り

の番番３ よ

７２月 に

区 海地地に 、

北６２日

知かま始 路

道先先開 道
。 域
る 区

事間らです の
の

用成次

供平を

堀

海

開

定道
土 り らで幌 よ かま札 に

道業 の現 次木 、
所 路に の備

い を置 用え 供

の

道延

海
北

員らで
かま 幅

知
事

海 規

国重

堀長

道 定

木 、

土 り

で広 よ

ま帯 に

業 路

現 道

所 の

に 区

備 域

い の

置 次

え を

日

らでら

かまか

と
お

達始
の

り 也期

変

日変

北

都更そ 海

しの平 道 点市
た都成 告 ）計
。市 示 地画 ま

計年 第

画９

先法 で

の月

浜

。示 る告 す、 始て 開
浜地ま枝 点枝

頓で ）頓 幸幸 先

２２別 郡郡 地ま別 番番

字 地地町 浜浜 先国 で町

頓頓 道

と区
等複

達道

頓字 先先

浜

の間

也

浜地枝 浜地ま枝

頓先
別ま 番番頓 幸幸 先 頓で

２２別 郡郡 別

字 地地町 浜浜 国 町町で

と

頓頓字 先先 頓頓 道 字

１２３
変示
告 り

、 お

て

道路道区枝

区２ 郡 の線の番 幸 路路

日
の

先 頓

類名域地 浜 種

関ら成

のか平

そ
係２

昭 は、月

面間９

図週年

国

図 号 道和

書日

年は
道

第海

律 交北

法、 号

建
都 第

部 ）

設 号

市

国

計 条

かか 別別 別頓

号 らら 町町 道

別 字字 交 枝枝 番点 幸幸 号頓頓

）別郡番 交別郡
後後

かか 別別 別別頓

号らら 町町別

交枝枝 字字

番番 点幸幸 頓頓
別郡番 ）別郡

前前

道富枝 字

道豊ら 町
か 別

後

線
別
頓間別郡

浜幸 頓

敷
前別
更の前

変

、一
に

建覧
道縦
海の
北般日

備
整。
路る

道す
部供

設

備 の

に 項

課 １

画 第

及
課

一 り

て よ

い に

置 定

え 規

に 画

覧 計

縦 市

の 都

般 、

らでらで

かまかま

らでらで

かまかま

地
の

海延

北

員らで
かま 幅

道
知
事

木
土

内
稚
道
海

北
び

堀

長

一現

二業

〇

る の

す 次

供 を

え
備
に

所

り
お

。 と

国

道道 ＝＝

国
号号

線線

道＝
国

号
線

複 道道＝

国重国

達等
区号 と 也

示
告
、

て
い

置

の間線



平
成
十 名銭変名志縦

三 亀更海覧

年 ポ後苔に

九 ンポ供

北 海

変の変ポ

そ
の前プ

更排備内他更ン

区））施施

後水考訳

道 公 報

アイ
水変

称置排

名位
域前水考訳

区更排備内

館区））

函

第

２
館都都

ア函
都計計

変名９縦圏市市
を

す６に市画画

更・覧
１す画種定

る・供計の

分る下類め

部

号

１
都計計

津市市

標都都

中

め

画種定

計のを

市画画

公類

月 プンす

二 称場プる

十 称場都

八 市

日

市館の

館位函画

位函計

海志書

志市図

金

置町苔と

苔海の

曜

域面南函設設

り

置町お

図理 理 括処

総湾 処 は館
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は所

話結７員海

北電査西職

を目札

道番果丁課道

海
育申幌

教号
請市 庁

請の ２のの は

企－者中

規時方 地まし提 の 、ウ
にけ期法先 定 方でな出

る 法めば よ 治定れ に 自

れ便 条 施るな平申け郵

書ば番 件 行とら成請

令こな

一
ろい年類な号 付
昭に。９のら

般
和よ月提な
出い－ 競り

、加

し参

関札

に入

品争

書査

様審

仕の

求格

要資

載
記

に

。 総るの入

号 画すりな
限

下 部価に

以 務。単札

教）
限） 務 員制。 財 職のる

囲者 」範た 則のし 規 課
央

あ札 うで落 い内を と

３区

階日
午西

議条

会）３

号火北
丁

前７

室

に央

時目

画

通区

務知北 － 総

す３ 部

る条

課丁 線 員７ 内 職。西

教

目

－

争、日先。

入 年２かの
示北 で 令のら指 札 政

及月に海 あ 第

び５よ道 る

日り札 の 号

成市 、 以

にま作幌 で 。

た央 札
げし中 入 下

掲で

る
格請北 参 令

資申区 に 政

を
等

件
要
の

を書３ 加 」

し
た

満

一て

二い

四

てと ）っ者 。 を
と

こ
る

最す 第
低る

有類条 し と

第価
の。 条

る提７ うう
すを西 よ い

どし目 す ）

か出丁 と 。

で
者
た

し
明

証

第るうな



第 北
兼 一 海（ （
ね 監 条 趣 道

平 る 査 旨 関 大 人
成 場 役 大 ） す 学 事
十 合 を 学 る 教 委
三 に 除 教 規 員 員
年 お く 員 則 等 会
九 け 。 又 が 規

北 海

る
規 大

平 則 学 詳

成 を 教 細

十 こ 員 は

三 こ 等 、

年 に が 入

九 公 研 札

月 布 究 説

道 公 報

の

落あ部契こ

で一アイ

か免に入

札るに約名所

申事すの

とを税関札

者

者事行

っし業る執 在 な
た出

第

号額た者

消

加額費 に で に入落を金

げ金算）税 相 あ 札 掲札

か 定 る額しを等 当 る 決

税 る 免 に 入等たも課 す

額て事 金 税 当 札に金っ

及係

号

時 作

の 書札

約開

契要そ

のお

成に の

月 る ） は 研 則
二 地 、 研 究 一
十 方 顧 究 成 二
八 公 問 職 果
日 務 、 員 活 八

員 評 用（
法 議 以 企
員 下 業（

昭 又 の「
金 和 は 大 役

二 こ 学 員
曜 十 れ 教 等

五 ら 員 を

二 す 成 明

十 る 果 書道
八 。 活 に

日 用 よ人企 る

業 。事の
役 委員
等 員を
兼 会北 ね

いを称地、

者るが務は

と当開

、とる担公

はこ
札たきす北郵電す

落。

番。

決だはる海便話る

織教号号

定し、組道番

速落同の育

後、共

や札企名庁

か者業称企－－

にが体及画

－ 消共消び総

を 業 っ びる落業 額 事 た

価の 入 者 て こ消当札者

税金格申 札 で は の費該
入 告及額と出 書 あ 、 公

る記 か 札 にびにすに る

め方円の載 を 書 定地１

る わ 記 る消未です 問 に
税の入こ ず 載 入費満、

。 見 れ に端札と 、 さ 札

他
て 要い

積 た 関以数に

格
資

る
す

定
規

に
２

、 否

し
有

を

日 年 に 等 兼
法 準 」 ね
律 ず と る
第 る い 場
二 職 う 合
百 。 に（
六 以 ） お
十 下 が け
一 研 る「
号 役 究 営
） 員 成 利
第 等 果 企
三 」 活 業
十 と 用 の

海 る
規道 場

人 合
則事 に

委 お
員 け
会 る
委 営
員 利
長 企

業
杉 の

従
本 事

費同費所務

税企税在部北

体免職道

等業等地教海
課幌線 課の税員札内 の
税場事

事合業市

業で者中－

者あ申央

を３

あて書北

でっ出区

免の出西

かそ提条

る、

額 るあ加
も 金 す下が参
っ

件費とる
た に 条消るす

はは月 該 に税き者
１ 当

た 額 反」、、当 金 違等
たいの費り の しとそ消
の 入う端税

金に の約 札。数等 分契

に額 、の額係 ５金 は）

た
し

の
者

い
な

無取をる 則
規

務
財

、
札

入

八 い 企 従
条 う 業 事
第 。 の 制
二 ） 役 限
項 を 員 に

別 ２
表 こ 七 六

の 前（
第 規 附 項 そ 大
二 則 の の 学
条 は 則 許 他 教
関 、 可 公 員

制
堅 限

に
治 関

す

五 四
衝 札 物 入 で 企
の 幌 大 品 許 等 あ 業
業 医 学 購 可 の る が
務 科 教 入 申 契 場 商
大 員 等 請 約 合 法

こ目

事成る丁

税構す７

。

者のと

業員

第
三 二 一 に 八 三
事 い 限 条 条

大 業 大 て 許 り 第
学 に 学 活 可 許 一 大
教 関 教 用 の 可 項 学
員 係 員 さ 申 す の 教

効扱切課 相の

といり税 当

るるて業の

す捨事 す分

。

３ ２ 第
業 そ を こ く 二（

許 」 こ 除 の こ 。の 条
可 と の く 項 の ）他
の い 規 。 及 規 、の こ
基 う 則 ） び 則 助団 の
準 。 に の 次 に 教体 規

第
各

条

人 の（
定 事 規
義 委 定
） 員 に
会 よ
規 る

係 平 は 務 等
） 成 、 の と

十 役 公 し
三 員 正 て
年 等 性 の
十 の 及 職
月 任 び 務
一 期 信 の
日 等 頼 遂
か を 性 行
ら 考 の に
施 慮 確 支
行 し 保 障

（
研 学 等 の 前 関 に （
究 又 が 契 二 係 あ 明
成 は 就 約 年 そ っ 治
果 試 こ 関 以 の て 三
活 験 う 係 内 他 は 十
用 研 と そ に の 、 二
事 究 す の 、 特 同 年
業 機 る 他 大 別 項 法
に 関 役 の 学 な に 律
関 等 員 特 教 利 規 第
係 に 等 別 員 害 定 四
す 対 と な 等 関 す 十
る す し 利 が 係 る 八

等 す 等 れ 請 る 規 員
の る が る に こ 定 等
占 も 就 研 係 と に が
め の こ 究 る が よ 研
て で う 成 大 で り 究
い あ と 果 学 き 許 成
る る し を 教 る 可 果
職 こ て 自 員 。 の 活
と と い ら 等 申 用
許 。 る 創 が 請 企
可 役 出 、 が 業
の 員 し 当 あ の
申 等 て 該 っ 役

等 ） お う 条 お 授で 則
） を い ち 第 い 、あ に
実 て 研 一 て 講っ お施 、 究 項 師て 「 いす を 第 研 及、 「 てる 研 そ 五 究 び大
も 究 の 号 職 助 「
学 大の 成 職 に 員 手教 学を 果 務 お 」 を員 教い 活 の い と い等 員う 用 全 て は うの 」。 企 部 同 、 。研 と業 又 じ 試究

則 許
一 可
二 の
基

一 準
） に
第 つ
三 い
条 て
の は
規 、
定 職
に 員

す て に が
る 定 支 生
。 め 障 じ

る が な
期 生 い
限 じ こ
を な と
付 い 。

一 し こ
二 て と
五 す 。

る
も
の

業 る て 害 当 又 親 号
務 契 の 関 該 は 会 ）
を 約 職 係 許 そ 社 第
除 の 務 の 可 の を 二
く 締 の あ 申 発 含 百
。 結 内 る 請 生 む 十
） 又 容 職 に の 。 一
が は に を 係 お 以 条
含 検 、 占 る そ 下 ノ
ま 定 当 め 研 れ 同 二
れ 、 該 て 究 が じ 第
て 検 大 い 成 な 。 一
い 査 学 た 果 い ） 項
な 等 教 期 活 こ と に

請 と い 許 た 員
に し る 可 と 等
係 て こ の き を
る の と 申 は 兼
研 職 。 請 、 ね
究 務 に 次 る
成 の 係 の こ
果 内 る 各 と
活 容 研 号 に
用 が 究 の つ
企 、 成 い い
業 主 果 ず て

と 活 れ 地（
当 し 用 に 方

は」 は 。 験成 、と 一 ） 研果 は 部 の 究 札を 、 と 職 機 幌活 営 す 員 関 医用 利 る 等 科（
す 企 者 当 大（
る 業 を 該 別 学事 を い 試 表 の業 営 う 験 に 教む 。 研 掲（

授以 こ 究 げ
下 と 機 る （

学を 関 機「

か の
か 営
わ 利
ら 企
ず 業
、 等
こ の
の 従
規 事
則 制
の 限
定 に
め 関
る す

と
す
る
。

い の 員 間 用 と の 規
こ 申 等 が 企 。 間 定
と 請 が な 業 に す
。 に 在 い と 、 る
係 職 こ の 物 子
る す と 間 品 会
折 る 。 に 購 社

、

該 て 企 も 公
研 研 業 該 務
究 究 の 当 員
成 成 事 す 法
果 果 業 る 第
活 活 に 場 三
用 用 お 合 十

長研 目 等 関
で究 的 の を
あ成 と 長 い
る果 す で う
者活 る あ 。
を用 会 る 以

事 社 者 下 除

と る
こ 規
ろ 則
に （
よ 北
る 海
。 道



型定

型式の概要検検

１

年 造 技技式定 遊遊型製

月 のの験番 式業 機機試

北 海

又代製う 、成
で平

の
た

検
定は造事 同

者 則９申名又業 規年表

者及検の 第月請称は所

の

のび査所 ９
条日

道 公 報

条務 北

遊の 海の

十技遊 道適

二機技 公

の機
正

安化

前認の 委等

各定型 員に

号及式 会関

にびに 告す

掲型関 示

第

十 十 九 八 七 六 五 四
一
林 林 水 寒 農 食 地

警 産 業 産 地 業 品 質
察 試 試 試 住 試 加 研
本 験 験 験 宅 験 工 究
部 場 場 場 都 場 研 所
科 市 究

号

三 二 一

工 衛 環 平
業 生 境 成
試 研 科 十
験 究 学 三
場 所 研 年

究 九

分名名号日号

種区番 者

平第

類
回遊フ株

成 胴技ァ式

式機イ会

年 遊のア社

技認エエ９

機定レイ月号

及メペ

の
式ス

型トク

びンッ日

所名行地 第氏住を在 氏
表奈 の東株代神 項

１名

締県 定都会取川 規京式
イ浜 よ東エ役横 に台社
ッ月港 公上ペ望市 り区
ス光区 す北七ク北 示野

る

目三新 る海丁

げ式す 第法

るのる 道律

機検技 号

関定術 公昭

の和 等上

ほにの 安 か年 関規

、法 す格 委 人律 るに

事第 規適 員 委則合

員し 会 会昭て号

学 研 セ
捜 究 ン
査 所 タ
研 ー
究
所

セ 月
ン 二
タ 十
ー 八

日

金

曜

第
則
規
る
す
関

に
等

定
検

番町 公４羽 。道

第
条
６

安９ 委号

田
潮

長
員
委地 会番 員

が和い）

告 定る第

め年旨

示 る国の条

も家検第

の

安項

公定４
を

会営定

員俗検

委風の
規。

第のう

則等い

規業
４

日

代製う型式の概

４

号
２

者
又業遊遊型製 表造事

造 は所技技

式の概要検検検検又

３
遊型製型申名 定定定は

）

年有 造 技式請称 定の

業っ

第び行

）及を

号制

検検検検又代製う型

６
又業遊 定表 定定は造事

請称は所技 者 定の申名

製う型式の概要

２

年有

業遊遊型製型 表造事

代 検又

造 は所技技式 者
又

有請称 の申名

定定は

検

所のの式業 の検の機機
分名名

を在種区者 氏査

株

名行地類

式

代群ぱ遊

取県ん機フ会

表馬ち技
遊認ー三

締伊このィ社

機及ー

崎技定バ共

役勢

及

和型ッ

島三びパ

毒市

験のび 番効 式業 機試者
名所

区番氏住 期 者月 の

公群株

分名名号日号間

平第 株 遊

示馬式 成 式 技

の県会 機あ会

日桐社 年 のど社

生三 認べま９

成境

定んさ月号平市共

及隊む

野 ら日 び

者及検の機
型１遊年町

氏 月のび査所の 番効の
名行地類

氏住を在種 期
愛株代愛ぱ

日号間名所

示知式表知ち

平第公

成

の県会取県ん

日名社締名こ 年

古ま役古遊 ９

後市機

月号平屋さ屋技

成市む
天ら藤天 日

の検の機機試

年白遊白

番 者 氏査所のの験 式業

地類分名名号

を在種区

名行

マ 代愛ぱ遊

ル 表知ち技

取県ん機海ホ

締春このへン

技定こ業

役日遊認い工

び楽式

岸市機及う株

井

のび 効者及

山型園会

桃

ル

公愛マ

間名所
氏住 期

日工

日春ン

の県ホ

示知
桃式

成市株

平井業

のワ

秀町式ク

年山会

行

検ー

地等ド

番定ル

１に

機９六

６
第
則

規
る
す
関

目

の月丁

式
検
定日

す３

関ら地 にか番 等）

機常区

６
第
則

規間

る年

砂砂

月中喜中

９区
日町町

）

社

間
年
３地地 ら番番 か

丁検

夫１の国

勇町式天
等

目定
に

社

６
第
則

規
る
す 地関 番

丁
月１

９町
日目
）

３地 ら番 か

一年 二間 六

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条

イ
号

１
第

条



検検検検又代平

定定は成 申名 定表

十 請称者 定の

三

の 者及 年有

年

月のび 番効

九

北 海

造事
製う型式の概要

６
技技式

又業遊遊型製型

式業 検の機機試
造 は所
査所のの験

道 公 報

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

第

事

検検又代製う型式
５

名又業遊遊 表 定定は造

有請称は所技技 者 の申

のの 効の 者及検の機機

のび査所

号

番 試年 式定 型定

要検検

氏住 期氏 月 験

月 日号間名所名二
十 平第公東ア代八 示京ル表 成日 の都ゼ取

日江株締 年

東式役 ９

成有社岡

月号平区会

金 明田 日

年三曜

種区番 者

月目生

９丁和

行地類分名名号

を在

鳥栃千回遊コア

取木葉胴技ンル

県県県式機チゼ

米小四遊の４株
式
会

子山街技認

和荒市及社

市市道機定

の型

田井鷹び

町

台式 番一の

間名所名

番氏住 期 者氏

第公東ア代

名名号日号
平 プ株

示京ル表 成 ル式

の都ゼ取 ト会

日江株締 年 ク社

東式役 ラミ９

有社岡

ッズ月号平区会

成 トホ

明田 日

期氏

月目生

９丁和

年三

行地類分

氏住を在種区

代鳥栃千回遊

間名所名
式表取木葉胴技

公東株
都会取県県県式機

示京
日江社締米小四遊の

の
東ミ役子山街技認

市及

平区ズ市市道機定

田井鷹び

成有ホ安和荒

明藤

の型 年三町

台式 番 ９丁壽

一の
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